
 

32  

昭

和

六

十

年

五

月

十

六

日

提

出 

質

問

第

三

二

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

カ
モ
シ
カ
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
年
五
月
十
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

坂 
田 

道 

太 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

「
野
生
動
物
の
保
護
」
か
「
林
業
者
ら
の
生
活
権
」
か
の
論
議
と
な
る
が
、
現
在
、
文
化
庁
、
環
境
庁
、
林
野
庁
で

保
護
地
域
内
だ
け
の
天
然
記
念
物
に
よ
る
「
種
」
の
指
定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
カ
モ
シ
カ
問
題
に
つ
い

て
質
問
す
る
。 

特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
食
害
が
問
題
に
な
つ
て
い
る
。
林
野
庁
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
八
年

度
は
岐
阜
、
長
野
、
岩
手
な
ど
十
三
県
、
計
千
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
損
害
額
は
、
例
え
ば
岐
阜
県
で
は
昭

和
五
十
七
年
ま
で
の
五
年
間
で
三
十
八
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。 

一 

深
刻
化
す
る
食
害
に
対
し
、
①
保
護
地
域
内
だ
け
の
天
然
記
念
物
と
し
て
地
域
外
で
の
捕
殺
を
認
め
る
②
食

害
補
償
に
は
適
切
に
措
置
す
る
と
昭
和
五
十
四
年
八
月
に
国
は
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
よ
う
な
社
会
問

題
に
な
つ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
政
府
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
現
在
用
意
し
て
い
る
の
か
。 
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三 

 



 

 

四 
二 
ま
た
、
現
在
生
存
し
て
い
る
カ
モ
シ
カ
は
七
万
五
千
頭
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
二
万
五
千
頭
（
昭
和
五
十
三
年
調

査
）
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
生
存
実
態
が
全
く
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
国
の
宝
で

あ
る
天
然
記
念
物
の
扱
い
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
で
あ
る
。
単
に
保
護
と
い
う
ベ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
実
態
を
は
つ
き
り
と
把
握
し
、
積
極
的
に
カ
モ
シ
カ
と
の
共
存
を
手
さ
ぐ
り
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

現
在
、
長
野
県
大
町
市
の
山
岳
博
物
館
で
は
、
関
係
者
の
献
身
的
な
努
力
で
七
頭
の
カ
モ
シ
カ
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
。
国
が
適
切
な
土
地
を
供
給
し
、
飼
育
を
考
え
て
は
、
と
提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


